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(54)【発明の名称】 内視鏡の照明系の構造

(57)【要約】
【課題】ライトガイドコネクタに温度異常や放熱異常等
が発生しても照明用のプラスチックファイバの入射端部
が熱劣化しない耐久性の優れた内視鏡の照明系の構造を
提供すること。
【解決手段】照明光伝達手段としてプラスチックファイ
バ７が用いられた内視鏡の照明系であって、光源装置に
対して差し込み接続される金属製のライトガイド接続筒
８内にプラスチックファイバ７の入射端部が挿通配置さ
れたものにおいて、少なくともライトガイド接続筒８内
において、プラスチックファイバ７より耐熱性のある非
金属製の保護チューブ１０をプラスチックファイバ７に
被覆した。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】照明光伝達手段としてプラスチックファイ
バが用いられた内視鏡の照明系であって、光源装置に対
して差し込み接続される金属製のライトガイド接続筒内
に上記プラスチックファイバの入射端部が挿通配置され
たものにおいて、
少なくとも上記ライトガイド接続筒内において、上記プ
ラスチックファイバより耐熱性のある非金属製の保護チ
ューブを上記プラスチックファイバに被覆したことを特
徴とする内視鏡の照明系の構造。
【請求項２】上記保護チューブが上記プラスチックファ
イバに緩く被覆されている請求項１記載の内視鏡の照明
系の構造。
【請求項３】上記ライトガイド接続筒が、可撓性のライ
トガイドケーブルの先端に連結されたライトガイドコネ
クタから突設されていて、上記ライトガイドケーブル内
では上記プラスチックファイバに被覆が施されていない
請求項１又は２記載の内視鏡の照明系の構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】この発明は、照明光伝達手段
としてプラスチックファイバが用いられた内視鏡の照明
系の構造に関する。
【０００２】
【従来の技術】プラスチックファイバは可撓性に富んで
いてグラスファイバと比較して折れ難い特性があり、内
視鏡の照明光伝達手段としてプラスチックファイバが用
いられる場合には、プラスチックファイバが直にライト
ガイドケーブル内に挿通配置されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】内視鏡の照明光伝達用
ライトガイドの入射端部を光源装置に対して差し込み接
続するライトガイドコネクタの接続筒（ライトガイド接
続筒）は、光源から放射される熱に対する耐熱性と放熱
性の観点から金属製になっている。
【０００４】したがって、ライトガイド接続筒は加熱さ
れて相当な高温になり、プラスチックファイバが触れる
と熱損傷を受けるだけでなく、ライトガイド接続筒周辺
に温度異常や放熱異常等があると、その内部に挿通配置
されたプラスチックファイバの入射端部が短時間で劣化
して内視鏡が使い物にならなくなってしまう場合があ
る。
【０００５】そこで本発明は、ライトガイドコネクタに
温度異常や放熱異常等が発生しても照明用のプラスチッ
クファイバの入射端部が熱劣化しない耐久性の優れた内
視鏡の照明系の構造を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記の目的を達成するた
め、本発明の内視鏡の照明系の構造は、照明光伝達手段
としてプラスチックファイバが用いられた内視鏡の照明
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系であって、光源装置に対して差し込み接続される金属
製のライトガイド接続筒内にプラスチックファイバの入
射端部が挿通配置されたものにおいて、少なくともライ
トガイド接続筒内において、プラスチックファイバより
耐熱性のある非金属製の保護チューブをプラスチックフ
ァイバに被覆したものである。
【０００７】なお、保護チューブがプラスチックファイ
バに緩く被覆されていてもよく、ライトガイド接続筒
が、可撓性のライトガイドケーブルの先端に連結された
ライトガイドコネクタから突設されていて、ライトガイ
ドケーブル内ではプラスチックファイバに被覆が施され
ていなくてもよい。
【０００８】
【発明の実施の形態】図面を参照して本発明の実施例を
説明する。図２は内視鏡の全体構成を示しており、操作
部１の下端に挿入部２の基端が連結され、操作部１の上
端には接眼部３が突設されている。
【０００９】そして、操作部１から側方に延出する可撓
性のライトガイドケーブル４の先端には、図示されてい
ない光源装置に接続されるライトガイドコネクタ５が取
り付けられている。６は、ゴム製の折れ止めである。
【００１０】この内視鏡においては、照明光伝達手段と
して一本のプラスチックファイバ７が用いられており、
プラスチックファイバ７は、射出端部が挿入部２の先端
に配置され、挿入部２内から操作部１及びライトガイド
ケーブル４内を通って、入射端部は、ライトガイドコネ
クタ５から突設されたライトガイド接続筒８内に挿通配
置されている。
【００１１】図１はライトガイドコネクタ５の構成を示
しており、ライトガイド接続筒８は、例えば黄銅又はス
テンレス鋼等のような金属製であり、図示されていない
光源装置のコネクタ受けに差し込まれる。
【００１２】プラスチックファイバ７は、ライトガイド
接続筒８の軸線位置に配置されている。そして、ライト
ガイド接続筒８の突端に取り付けられた集光レンズ１１
を通過した照明光がその内側に配置されたロッドレンズ
１２によってプラスチックファイバ７の入射端面に送ら
れる。１３は、ロッドレンズ１２をライトガイド接続筒
８に固定する小ネジである。
【００１３】プラスチックファイバ７は、その先端に取
り付けられた先端口金７ａが、ロッドレンズ１２の後端
口金１２ａに小ネジ１４で固定されることによってライ
トガイド接続筒８に対して固定されている。
【００１４】そして、プラスチックファイバ７のライト
ガイド接続筒８内に位置する部分には、アクリル系樹脂
（ポリメチルメタアクリレート）等からなるプラスチッ
クファイバ７より耐熱性のある例えば四フッ化エチレン
樹脂チューブ又はシリコンチューブ等のような非金属製
の保護チューブ１０が緩く被覆され、保護チューブ１０
の先端はプラスチックファイバ７の先端口金７ａに被着
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固定されている。
【００１５】したがって、プラスチックファイバ７がラ
イトガイド接続筒８に触れて熱損傷を受ける状態になら
ず、また、ライトガイド接続筒８に温度異常や放熱異常
等が発生しても、その内部において保護チューブ１０で
囲まれているプラスチックファイバ７の温度は容易には
劣化温度まで上昇しない。
【００１６】なお、プラスチックファイバ７に対して保
護チューブ１０を密着被覆しても差し支えない。また、
上記実施例ではライトガイドコネクタ５内及びライトガ
イドケーブル４内等においてプラスチックファイバ７に
被覆が施されていないが、保護チューブ１０をそれらの
部分まで延長させても差し支えない。ただし、ライトガ
イドケーブル４内ではプラスチックファイバ７に被覆を
施さない方がライトガイドケーブル４を細く柔軟に形成
することができる。
【００１７】
【発明の効果】本発明によれば、金属製のライトガイド
接続筒内にプラスチックファイバの入射端部が挿通配置*
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*された内視鏡の照明系の構造において、少なくともライ
トガイド接続筒内において、プラスチックファイバより
耐熱性のある非金属製の保護チューブをプラスチックフ
ァイバに被覆したことにより、プラスチックファイバが
ライトガイド接続筒に触れて熱損傷を受ける状態になら
ず、また、ライトガイドコネクタに温度異常や放熱異常
等が発生しても照明用のプラスチックファイバの入射端
部が熱劣化せず、優れた耐久性を有することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例のライトガイドコネクタの側面
断面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡の全体構成を示す側面
図である。
【符号の説明】
５  ライトガイドコネクタ
７  プラスチックファイバ
７ａ  先端口金
８  ライトガイド接続筒
１０  保護チューブ

【図１】 【図２】
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